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Ⅰ 古代の仏教文化 ＜やや易＞

問１治部 問２往生要集 問３ＡオＢイ 問４オ

問５エ 問６ウ 問７ア 問８オ

『往生要集』は大変出題率が高いものなので，書かれた年代(985年)まで覚えておき

たい。そこから考えれば問８は容易に正解できた。これを「宋へ送られた」と単に

用語暗記で済ませてしまう学習から脱却してほしい。

Ⅱ 茶・織豊政権 ＜易＞

問１喫茶養生記 問２顕如 問３エ

問４ウ 問５ア 問６オ 問７イ

史料(１)(２)はともに未見史料なので推測で解く問題が多い。問４は時期を考えれ

ば２つが消去できることに気づいただろうか。問５は「三方ヶ原の戦い」が難しい

が，それを除けば下線部が誰かわからなくても消去法で正解できた。あらゆる方向

から問題にのぞんでほしい。

Ⅲ 江戸時代の百姓一揆 ＜易＞

問１世直し 問２Ｂ上Ｃ下 問３エ 問４ウ 問５ア

問６イ 問７エ 問８ウ 問９イ・エ・キ 問10オ

問２は国語力で解けるだろう。問９は「天保期」というのを単純に「天保の改革」

の時だと考えると正解できない。天保の改革は1841年から始まったが，天保という

元号は1830年から始まっている。天保の飢饉の中で1837年に大塩平八郎の乱がおこ

ったことを考えればある程度わかるだろう。

Ⅳ 大日本帝国憲法 ＜易＞

問１Ａ枢密院Ｂ統帥 問２ア・イ・エ 問３オ 問４エ

問５ウ 問６ア・エ 問７オ 問８ア

大日本帝国憲法の規定はおろそかにしている受験生が多い。概して受験生は政治体
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制のしくみより，歴史の物語を好むようである。しかし，ルールを知らずにゲーム

ができるわけもない。どこまでしくみを知る必要があるかの水準がわからないのが

もどかしいだろうが，とりあえずこの大問に難問は一つもない。全問正解してほし

い。

Ⅴ 太平洋戦争前後の史料 ＜やや易＞

問１近衛文麿 問２日本労働組合総評議会(総評) 問３ウ 問４ウ

問２・３は一見難問に見えるが，史料文と「第二回大会」をヒントに導き出す。問

４は難問だが，過去問をたくさん解いて山川出版の用語集でチェックしていた人は，

出題が予想できたかもしれない。

講評

本学部ではハイレベルな選択問題や正誤問題が「すべて選べ」と出題されて例年

苦しめられるが，今年はそれが易しめであった。また，未見史料が多く出されてい

るが，設問にもヒントが隠されているためなんとか解くことはできるレベルに収ま

っている。全体的には例年より易化したと言える。
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